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計画，保育 and カリキュラム，幼児教育 and カリ
キュラム，保育 and 経営，保育 and マネジメント，




















































独自性を活かした保育課程に基づく指導計画─ その実践・評価 ─ ミネルヴァ書房・2010
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時 間 が 足 り な
かったから。
横松　友義
− 50 −
社会・保護者の声の各点について，他の私立幼稚園
より重視していると考えられるという観点から選定
した６私立幼稚園において，実施したアクション・
リサーチにより，実効のある保育目標明確化手順が
次のように定式化できる。
（１ ）対象園の保育に関する資料として，次のもの
を収集する。カリキュラム，年間の指導計画が
分かるもの（年間指導計画か期間指導計画），
園だより１年間分（園の目指すことが変わって
いない場合，前年度のものでも良い），園の保
育の特色を示すその他のもの（例えば，ホーム
ページを印刷したもの，園紹介パンフレット，
入園案内，入園ハンドブック，記念誌，園長の
考え方を記したもの，園紹介記事，週案書式の
記入例），所属保育者がビデオカメラで園の保
育を記録したもの（園が重視している保育及び
それぞれの時期の園の特徴的な保育の記録と，
自由活動か設定保育かの内で記録の少ない方の
追加記録），不明な点についての聞き取り内容。
加えて，２か月に１回程度，各園で保育実践を
見学し，必要に応じてビデオカメラ等で記録も
行う。資料収集期間は，園の保育全体を把握す
る必要があることから，約１年間とする。
　　 　その上で，これらの資料から，現在の保育目
標の具体的な中身を追求する方向性で，実効の
ある保育目標案を導き出す。
（２ ）園として最初に，園内資料から導き出された
保育目標案を検討・修正する際に，次の①から
⑮の事柄をどれだけ考慮するかについて，各園
の園長を対象に半構造化面接を実施する。①設
立・建学の精神，②園長の考え方，③保育者の
願い，④全保育者での協議，⑤幼児を取り巻く
環境（家庭，地域社会）の実態，⑥幼児の生活
の実態，⑦入園している幼児の現実の姿，⑧保
育目標の具体的内容についての話し合いと共通
理解，⑨保育目標を浸透させるためのその表現
の工夫，⑩関係法規や関係施策，⑪幼児教育に
関する専門的知識の裏づけ，⑫地域社会の願い，
⑬保護者の願い，⑭園環境（施設，設備，保育
者の年齢構成等）の実態，⑮その他（ここでの
①から⑮の順番については，４の面接時と変更
している。その理由は，より考慮すると考えら
れる事柄を前に位置づけると共に，いっしょに
問う方が適切と考えられる事柄を連続させるた
めである。）。なお，②と③と④については，いっ
しょにどれだけ考慮するかを問い，その中で，
主任クラス以上と主任に準ずる保育者の立場も
問う。また，⑮については，①から⑭以外のこ
とが考慮される可能性があるので設ける。
（３ ）それまでの成果から，図１の２の３）までを
作成する。その際，図１の「１」の最初の段階
での再考者について，（２）により現時点での
該当者が確定するので，次のように書式を修正
する。「１．最初の段階の再考者は、○○（該
当者記入…執筆者注）と思われます。人事等に
より不都合等がある場合、お知らせ願います。」
また，４）以降に，園ごとに，その他の考慮事
項に基づく検討・修正を依頼する項目を一つ一
つ独立して設けて，保育目標案を再考するため
の資料を完成させる。
（４ ）園としての最初の保育目標案の検討・修正を
実施するために，園ごとに作成した資料を提示
し，その内容について説明した上で，検討・修
正する作業を依頼し，回答を得る。そして，そ
の回答における不明点について問い合わせ協議
した上で，最終的には，園長の承認を持って，
最初の段階の実効のある保育目標を確定する。
なお，各園での検討・修正作業が順調に進むよ
うに，進捗状況を確認しつつ，必要に応じて期
間を延長したり助言したりする。
　以上の手順については，他園においても活用され
て，修正する必要があるかどうかの確認と，修正が
必要な場合の修正・発展が必要である。このことが，
今後の課題である。
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